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要 約   

アミドキシム骨格を有する殺菌剤であるシフルフエナミド（CAS No．  

18409・60「3）について、農薬抄録を用いて食品健康影響評価を実施した。   

評価に供した試験成績は、動物体内運命（ラット及びイヌ）、植物体内運命（き  

ゆうり、りんご及び小麦）、土壌中運命、水中運命、土壌残留、作物残留、急性  

毒性（ラット）、亜急性毒性（ラット、マウス及びイヌ）、慢性毒性（イヌ）、慢  

性毒性／発がん性併合（ラット）、発がん性（マウス）、2世代繁殖（ラット）、発  

生毒性（ラット及びウサギ）、遺伝毒性試験等である。   

試験結果から、シフルフエナミド投与による影響は主に肝臓、腎臓、心臓、甲  

状腺、精巣及び脳（イヌ）に認められた。神経毒性、繁殖能に対する影響及び遺  

伝毒性は認められなかった。発がん性試験において、雄ラットで甲状腺ろ胞細胞  

腺腫、雄マウスで肝細胞腺腫の増加が認められたが、発生機序は遺伝毒性メカニ  

ズムとは考え難く、評価にあたり開値を設定することは可能であると考えられた。   

各試験で得られた無毒性量の低値が、イヌを用いた1年間慢性毒性試験の4．1  

mg／kg体重／日及びラットを用いた2年間慢性毒性／発がん性併合試験の4．4mg／kg  

体重／日であったので、これらを根拠として、最′」、値である4．1mg／kg体重／日を  

安全係数100で除した0．041mg／kg体重／日を一日摂取許容量（ADI）と設定し  

た。   



Ⅰ．評価対象農薬の概要  

1．用途  

殺菌剤  

2．有効成分の一般名  

和名：シフルフエナミド  

英名：Cyflufenamid（ISO名）  

3．化学名   

IUPAC  

和名：（カー∧声［α－（シクロプロピルメトキシイミノ）－2，3－ジフルオロー6－  

（トリフルオロメチル）ベンジル］－2一フェニルアセトアミド  

英名：（B－N［α－（cyclopropylmethoxyimino）－2，3－difluoro－6－  

（trifluoromethyl）benzyl］－2－Phenylacetamide  

CAS（No．180409・60・3）   

和名：（カー」Ⅴ［［（シクロプロピルメトキシ）アミノ】［2，3－ジフルオロー6－  

（トリプルオロメチル）フェニル］メチレン］ベンゼンアセトアミド   

英名：（2）－N［［（cyclopropylmethoxy）amino】［2，3－difluoro－6－  

（trifluoromethyl）phenyl］methylene］benzeneacetamide  

5．分子量  

412．36  

4．分子式  

C20H17F5N202  

6．構造式   

′
 

N
℃
N
H
 
 
 

℃
0
も
′
叫
 
 

‥
二
■
■
一
 
 

7．開発の経緯  

シフルフエナミドは、日本曹達株式会社が開発したアミドキシム骨格を有す   

る殺菌剤である。麦類、いちご、メロン等のうどんこ病及び灰星病に防除効果   

を示す。作用機構は解明されていない。   

我が国では2002年12月24日に初回農薬登録されている。海外においては、   

韓国及びイスラエルで登録済みである。  

ポジティブリスト制度導入に伴う暫定基準値が設定されている。  
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Ⅱ．安全性に係る書式験の概要   

農薬抄録（2007年）を基に、毒性に関する主な科学的知見を整理した。（参   

照2）  

各種運命試験（Ⅱ．1～4）は、シフルフエナミドのフッ素原子が結合したフ   

ェニル基の炭素を14Cで均一に標識したもの（【phe・14C］シフルフエナミド）及   

びシクロプロパン環の2及び3位の炭素を14Cで標識したもの（［cyc－14C］シフ   

ルフエナミド）を用いて実施された。放射能濃度及び代謝物濃度は特に断りが   

ない場合はシフルフエナミドに換算した。代謝物／分解物等略称及び検査値等略   

称は別紙1及び2に示されている。  

1．動物体内運命試験  

（1）ラット   

①［phe－14c］シフルフエナミド  

a．吸収  

a）血中濃度推移  

SDラット（一群雌雄各5匹）に【phe－14C］シフルフエナミドを10mg／kg  

体重（以下、［1．］において「低用量」という。）または200mg／kg体重（以  

下、［1．］において「高用量」という。）で単回経口投与し、血中濃度推移  

について検討された。  

血祭及び赤血球中放射能濃度推移は表1に示されている。  

血祭及び赤血球中における最高濃度到達時間（Tmax）は、低用量群より  

も高用量群の方が遅くなることが示唆された。血祭中あるいは赤血球中最  

高濃度（Cmax）は、両群の雌雄において赤血球よりも血衆の方が約2倍高  

かった。血祭中における消失半減期（Tl／2）は高用量群の雌を除き、20時  

間以内であり、比較的速やかに消失した。（参照2）  

b）吸収率   

胆汁中排泄試験［1．（1）①d．b）］より得られた胆汁、尿、糞、肝臓及びカ  

ーカス1中の放射能濃度から算出した吸収率は、低用量群の雄及び雌でそれ  

ぞれ70．4及び85．3％、高用量群の雄及び雌でそれぞれ40．6及び50．8％で  

あった。  

1組織・臓器を取り除いた残漆のことをカーカスという。  
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表1血渠及び赤血球中放射能濃度推移  

投与量  10mg／kg体重   200mg／kg体重   

ノ性別  雄   雌   雄   雌   

Tma羊（時間）   4   12   6  

血祭  Cmax（いg／g）   1－4   0．8   17．7   6．2  

Tl／2（時間）   15．5   14．2   19．4   34．1   

Tmax（時間）   4   1   12   24  

赤血球  Cmax（いg／g）   0．7   0．40   9．5   3．6  

Tl／2（時間）  70．8  

ー：推定値の標準誤差が大きかったので信頼できる値が得られなかった。  

b．分布   

SDラット（一群雌雄各4匹）に【phe－14C］シフルフエナミドを低用量また  

は高用量で単回経口投与、あるいは低用量で14 日間反復投与し、体内分布  

試験が実施された。   

低用量群のTm。Ⅹ（投与4時間後）において、雌雄の組織中放射能濃度は、  

消化管（内容物を含む）以外に肝臓で最も高かった。次いで腎臓、膵臓（雌）、  

脂肪及び卵巣で高かったが、それ以外の臓器・組織では1．0トIg／g以下であっ  

た。組織中放射能濃度は経時的に減少し、投与72時間後では、肝臓で最も  

高く、その他に血祭中濃度より高い組織は、脂肪、消化管、副腎、骨髄（雄）、  

精巣上体、脂肪（雄）、心臓、腎臓、肺、筋肉、卵巣、腰臓、皮膚、胸腺（雌）、  

子宮、全血及び赤血球であったが、いずれも1．0ドg／g（総投与放射能（mR）  

の1％）以下となった。   

高用量群のTmax（雄：12時間後、雌：6時間後）において、 雌雄の組織中  

放射能濃度は、消化管（内容物を含む）以外に脂肪、肝臓及び副腎（雌）で  

高かった。投与72時間後においては、それぞれのTm。Xにおける放射能濃度  

よりも減少（1％mR以下）し、組織残留性は低いと考えられた。また、組  

織分布パターンに明らかな性別及び投与量による差は認められなかった。   

反復投与群においても、単回投与群と同様の組織分布が認められ、その濃  

度は単回投与群の2～4倍であった。組織中の濃度は経時的に減少した。最終  

投与168時間後において最も高かったのは肝臓であった。（参照2）  

c．代謝物同定■定量   

排泄試験［1．（1）①d．a）］における単回投与群及び体内分布試験［1．（1）（D  

b．］における反復投与群から得られた尿及び糞、胆汁中排泄試験［1．（1）①d．  

b）］で得られた胆汁ならびに体内分布試験汁（1）①b．］における単回投与群  

及び反復投与群から得られた肝臓、腎臓、脂肪及び血祭を用いて代謝物同  

定・定量試験が実施された。また、体内分布試験［1．（1）（Db．］における単回  

投与群の投与6時間後に剖検して得られた脳を用いて代謝物同定・定量試験  
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が実施された。   

尿中における主要代謝物は、低用量群、高用量群とも D（雄：  

10．7～13．6％TAR、雌：5．1～8．3％TAR）であった。その他にEが1．0％mR  

以下で認められた。親化合物はいずれの投与群においても0．1％mR未満で  

あった。   

糞中における主要代謝物は、低用量群ではL（雄：10．9％mR、雌：  

27．3％mR）であった。親化合物は低用量群の雄で3．7％mR、雌で4．6％mR  

認められた。その他の代謝物は4．3％mR以下であった。高用量群における  

主要成分は親化合物（雄：42．0％mR、雌：50．5％mR）であった。代謝物  

ではL（雄：5．2％mR、雌：7，9％mR）が認められた。その他の代謝物は  

2．3％mR以下であった。   

反復投与後の尿中代謝物プロファイルは単回投与後の尿中と定性的に類  

似していた。尿中の主要代謝物はD（雄：7．2…14．4％mR、雌：4．1～7．5％mR）  

であった。その他にEが3．0％mR以下で認められた。   

反復投与後の糞中の主要成分は親化合物（雄：27．3…31．0％mR、雌：  

19・6～35．8％mR）であった。代謝物では、L（雄：6．7～11．2％mR、雌：  

19．6～51．3％mR）が認められた。   

胆汁中の代謝物プロファイルは、低用量群と高用量群とでは定性的に同等  

であった。主要代謝物はB12分画（K及びMまたはNのグルクロン酸抱合  

体）であり、雄で16．6～31．0％mR、雌で30．1～51．3％mRであった。その  

他に同定された代謝物として、D、G、J、K及び0が認められ、その最大値  

は1．9％TARであった。   

血祭、肝臓、腎臓及び脂肪中の代謝物は尿、糞及び胆汁中で認められたも  

のと共通であった。D及び親化合物は、血祭、肝臓及び腎臓中の主要成分と  

して認められた。Eは反復投与後の腎臓からDに次いで多く検出された。脂  

肪組織からは親化合物が主要成分として、Hが代謝物として認められた。   

脳中における主要成分として、親化合物が脳中総残留放射能（TRR）の  

34・6％（2・4膵／g）検出され、末同定代謝物BE4が48．3％TRR（3．4膵／g）  

が検出された。これらの2種類の化合物はイヌの脳からも検出されたが、イ  

ヌでは親化合物が主要成分であり、未同定代謝物は微量であった。（参照2）  

d．排泄   

a）尿及び糞中排泄   

SDラット（一群雌雄各4匹）に［phe－14C］シフルフエナミドを低用量ま   

たは高用量で単回経口投与、あるいは低用量で14日間反復投与して、最終   

投与後168時間の尿及び糞を用いて、排泄試験が実施された。   

投与後168時間の尿及び糞中排泄率は、表2に示されている。   

単回経口投与群では両群とも95％mR以上が72時間以内に尿及び糞中  
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に排泄された。主要排泄経路は糞中であった。尿への排泄は雌より雄の方  

が多く、また、高用量群より低用量群の方が多かった。反復投与群におい  

ても、単回投与群と同様の排泄パターンが認められた。（参照2）  

表2 投与後168時間の尿及び糞中排泄率（％TAR）  

投与方法  単回経口  反復経口   

投与量  10mg／kg体重  200mg／kg体重  10mg／kg体重   

性別  雄   雌   雄   雌   雄   雌   

投与後  17．9   23．8   10＿6   35．2   17．5  

168時間   80．8   76．9   88．4   93．4   111   

注）尿中排泄率の値はケージ洗浄液を含む。  

b）胆汁中排泄   

胆管カニュレーションしたSDラット（一群雌雄各4匹）に［pheq14C］シ  

フルフエナミドを低用量または高用量で単回経口投与し、投与後48時間  

の胆汁、尿及び糞を用いて、胆汁中排音世試験が実施された。   

投与後48時間の胆汁、尿及び糞中排亨世率は表3に示されている。   

投与48時間後までに、低用量群で6卜77％TAR、高用量群で34～43％mR  

が胆汁中に排泄され、胆汁が主要排泄経路であると考えられた。低用量群  

では、胆汁中の放射能の大部分が最終的に糞中に排泄され、腸肝循環が示  

唆された。（参照2）  

表3 投与後48時間の胆汁、尿及び糞中排泄率（％TAR）  

投与量   性別   胆汁   尿   糞   

雄   60．6   8．5   24．2  
10mg／kg体重  

雌   77．4   5．6  15．6   

雄   33．5   6．0   61．5  
200mg／kg体重  

雌   43．2   3．6   54．3   

注）尿中排泄率の値はケージ洗浄液を含む。  

10   



②［cyc一日C］シフルフエナミド   

乱吸収  

SDラット（一群雌雄各4匹）に［cyc－14C］シフルフエナミドを低用量で単   

回経口投与し、血中濃度推移について検討された。  

血祭及び赤血球中放射能濃度推移は表4に示されている。   

【cyc－14C］シフルフエナミドの吸収及び消失速度は雌雄のラットにおいて速   

く、血祭における放射能濃度推移は［phe・14C］シフルフエナミドの試験結果と   

ほぼ同等であった。（参照2）  

表4 血祭及び赤血球中放射能濃度推移  

性別  雄   雌   

Tm。X（時間）   2   2  

血祭  Cmax（Llg／g）   1．3   0．9  

Tl／2（時間）   6．5   7．9   

Tmax（時間）   2   2  

赤血球  Cmax（pg／g）   0．3   0．4  

Tl／2（時間）   25．3   9．0   

b．分布   

排泄試験［1．（り②d．］において投与168時間後に得られたラットの組織を  

用いて、体内分布試験が実施された。   

投与168時間後における組織中の放射能は、雌雄とも脂肪で最も高く（雄：  

2・30LLg／g、雌：1・82LLg／g）、次いで甲状腺（雄：0．97Llg／g、雌：0．92Llg／g）、  

精巣上体（雄：0，86ドg／g）であった。副腎、肝臓、卵巣、膵臓、前立腺及び  

皮膚（雌のみ）では0・3～0・6膵／g認められた。その他の組織では0．3ドg／g未  

満であった。（参照2）  

C．代謝物同定t定量   

排泄試験［1．（り②d．］において得られた尿及び糞を用いて、代謝物同定・  

定量試験が実施された。   

尿及び糞中代謝物のプロファイルは雌雄で同等であった。   

尿中における主要代謝物はS（雄：30．0％mR、雌：18．0％mR）、糞中に  

おける主要代謝物はL（雄：33．4％mR、雌：41．4％mR）であり、その他  

に糞中からはJ（雄：3．2％TAR、雌：1．6％TAR）及びK（雄：4．5％TAR、  

雌：9．8％mR）が検出された。   

シフルフエナミドのラット体内における主要代謝経路は、①親化合物の加  

水分解によるCの生成後、還元されてDとなり、さらに脱アミノ化されてE  

を生成する経路、②親化合物のフェニル基の水酸化によるKまたはJの生成  
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後、さらに水酸化されてLとなり、その後メトキシ誘導体MまたはNとな  

った後、最終的にグルクロン酸抱合される経路と考えられた。その他に、α  

位の水酸化による Hの生成、シクロプロピルメトキシ部分の開裂を経て 0  

を生成する経路が考えられた。（参照2）  

d．排泄   

SDラット（一群雌雄各4匹）に［cyc－14C］シフルフエナミドを低用量で単回  
経口投与して、最終投与後168時間の尿及び糞を用いて、排泄試験が実施さ  

れた。   

投与後168時間の尿及び糞中排泄率は、表5に示されている。  

【phe－14C］シフルフエナミドを用いた試験と同様、投与後 72時間以内に  

85％mRが尿及び糞へ排泄され、主要排泄経路は糞であった。また、尿への  

排泄は雌より雄の方が多く性差が認められた。（参照2）  

表5 投与後168時間の尿及び糞中排泄率（％TAR）  

性別   雄  雌   

試料   尿   糞   尿   糞   

投与後168時間  31．7  56．9  19．7  69．5   

注）尿中排泄率の値はケージ洗浄液を含む。  

（2）イヌ  

（ぎさ 吸収  

ピーグル犬（雌2匹）に【phe－14C］シフルフエナミドを200mg／kg体重で   

単回経口投与し、血中濃度推移について検討された。  

血祭中放射能濃度推移は表6に示されている。（参照2）  

表6 血祭中放射能濃度推移  

試料   パラメータ   平均値   

血祭   TlnaX（時間）   3  

Cmax（いg／g）   12．1  

Tl／2（時間）   7．9   

② 分布  

排泄試験［1．（2）④］において投与後2週間の間隔をあけた後、［phe－14C］シ   

フルフエナミドを200mg／kg体重で単回経口投与し、投与3時間後（Tm。X）   

に剖検して得られたイヌの組織を用いて、体内分布試験が実施された。  

投与3時間後における組織中濃度は表7に示されている。  

放射能濃度は胆汁で最も高く、肝臓、血祭及び脳中の放射能濃度は低かっ  
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た。脳脊髄液中の濃度は検出限界未満であった。（参照2）  

表7 投与3時間後における組織中濃度  

組織   平均値（トg／g）   

胆汁   4，340   

脳   4．2   

脳脊髄液   ＜LOD   

肝臓   50．4   

血祭   11．1   

LOD：検出限界  

③ 代謝物同定・定量   

a．単回投与   

排泄試験［1．（2）④］及び体内分布試験［1．（2）②］において得られた尿、糞、 

血衆、肝臓及び脳を用いて代謝物同定・定量試験が実施された。  

血衆、肝臓及び脳中代謝物は表8に示されている。   

尿中の主要代謝物はD（4．5％mR）であった。糞中の主要成分は親化合物   

（58．1％mR）であり、その他微量代謝物としてD、H、K等が検出された   

（3％mR未満）。胆汁中の主要代謝物は未同定代謝物のB7及びB8であり   

それぞれ48．0及び35．7％TRRが検出され、これらはグルクロン酸抱合体の   

類縁体と考えられた。酵素処理した胆汁からはD、G、H及びLが検出され   

た（Dが最大3．1％TRR）。血衆、肝臓及び脳中の主要成分はいずれも親化合   

物であった。主要代謝物として、血祭では未同定代謝物P5（14．1％TRR）及   

びP6（27，3％TRR）、肝臓ではL6（24．5％TRR）及びL8（19．1％TRR）が   
検出され、脳では10％TRRを超える代謝物はなかった。  

以上の結果から、イヌとラットの尿及び胆汁中の代謝物プロファイルは類   

似していると考えられた。  

イヌにおける主要代謝経路は、ラットの主要代謝経路と類似していた。①   

親化合物の加水分解によるCの生成後、還元されてDとなり、さらに脱ア   

ミノ化されてEを生成する経路、②親化合物のフェニル基の水酸化によるK   

または才の生成後、さらに水酸化されてLとなる経路が考えられた。その他   

に、α位の水酸化によるHの生成、シクロプロピルメトキシ部分の開裂を経   

て0を生成し、0はさらにグルクロン酸抱合体に変換されるか」オキサゾー   

ル体Gに還元する経路が考えられた。（参照2）  
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表8 血祭、肝臓及び脳中代謝物（％TRR）  

試料   シフルフエナミド   代謝物   

血衆   43．8   未同定代謝物（27．3）☆   

肝臓   14．4   D（3．0）、末同定代謝物（24．5）☆   

脳   79．2   末同定代謝物（7．8）☆   

史：末同定代謝物は最大値のみ示した。  

b．反復投与   

ピーグル犬（雌2匹）に非標識シフルフエナミドを1，500ppmの用量で  

26週間混餌投与した後、【pheq14C］シフルフエナミドを200mg／kg体重で単  

回経口投与し、投与4時間後に剖検して得られた脳及び血祭を用いて代謝物  

同定・定量試験が実施された。   

脳及び血祭中の放射能濃度及び代謝物は表9に示されている。  

表9 脳及び血祭中の放射能濃度及び代謝物  

放射能濃度  シフ／レフェナ   代謝物  
組織  

平均値（帽／g）  ミド（％TRR）   （％TRR）   

脳   1．7   20．6   D（13．1）、末同定代謝物（9．2）☆   

血祭   19．1   2．0   末同定代謝物（39．2）☆   

太：末同定代謝物は最大値のみ示した。   

脳中の主要成分は親化合物であり、10％TRRを超える代謝物としてDが  

検出された。血祭中の親化合物は2．0％TRRのみ検出された。主要代謝物と  

して、未同定代謝物P6及びP7がそれぞれ18．4及び39．2％TRR検出された。   

前投与したイヌにおける脳中主要成分は親化合物であり、前投与なしのイ  

ヌの試験結果［1．（2）③a．］と同様であった。また、前投与なしのイヌの代謝  

試験で検出された2つの未同定代謝物（10％TRR未満）についても、前投与  

したイヌから検出され、脳中代謝物プロファイルは類似していた。   

血祭中では、前投与なしのイヌから親化合物が44％TRR検出されたが、  

前投与したイヌからは2．0％TRRであった。前投与したイヌで10％TRR以上  

検出されたP6及びP7は前投与なしのイヌからも検出された。（参照2）  

④ 排泄  

血中濃度推移検討試験［1．（2）①］で投与後96時間に得られた尿及び糞を用   

いて、排泄試験が実施された。  

投与後96時間の尿及び糞中排泄率は、表10に示されている。  

ラットを用いた試験と同様、投与後48時間以内に投与放射能の大部分が   

主に糞中を介して排泄された。（参照2）  
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表10 投与後96時間の尿及び糞中排泄率（％TAR）  

平均値   

試料   尿   糞   

投与後96時間   13．6  78．7   

尿中排泄率の値はケージ洗浄液を含む。  

2．植物体内運命試験  

（1）きゆうり  

温室内で栽培した定植2カ月後のきゆうり（品種名：相模半白）に、【pbe－14C］  

シフルフエナミドを50gai仙a（以下、［2．（1）］において「通常薬量」という。）  

または200gai／ha（以下、［2．（り］において「高薬量」という。）で茎葉に散  

布し、植物体内運命試験が実施された。通常薬量処理区においては、処理0、  

3、7、14及び31日後、高薬量処理区においては処理7及び35日後に菓及  

び果実が採取された。また、定植2カ月後のきゆうり生育鉢の土壌表面に   

［pbe－14C】シフルフエナミドを通常薬量の用量で滴下し、処理7日後に菓、果  

実、つる、根及び土壌が採取された。  

茎葉散布後及び土壌処理7日後の放射能分布は表11及び12に示されてい  

る。  

茎葉散布試料において、果実中の残留放射能は試験期間を通じて総処理放  

射能（mR）の1％未満であった。土壌処理試料においては、シフルフエナ  

ミドはきゆうりの根から果実、葉等地上部への移行はほとんど認められなか  

った。  

いずれの試料においても、残留放射能のほとんどがメタノール洗浄液及び  

水／メタノール抽出液中に存在し、抽出残液中には6．6％TRR以下の残留放射  

能が認められただけであった。また、メタノール洗浄液及び水／メタノール抽  

出液中の放射能分布の比較から、シフルフエナミドは果実、葉ともに表面か  

ら内部へ移行性すると考えられた。  

茎葉散布試料において、いずれの薬量の葉及び果実においても主要成分は   

親化合物であった［42．3～97．9％TRR（0．02～6．7mg／kg）］。主要代謝物とし   

て、果実ではK［通常薬量処理区で最大8．6％TRR（0．03mg／kg）、高薬量処   

理区で最大7．6％TRR（0．016mg／kg）、葉ではP［通常薬量処理区で最大   

8・6％TRR（0．03mg／kg）、高薬量処理区で最大3．8％TRR（0．25mg／kg）］が  

認められた。その他にB、H及びQが同定されたが、主要代謝物も含めてい  

ずれも10％TRR未満であった。  

きゅうりにおける主要代謝経路は、フェニル基4位及びベンジル基のα位  

における水酸化であり、さらにそれらのグルコース抱合体を生成する経路で  

あると考えられた。（参照2）  
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表11茎葉散布後の放射能分布  

50gai／ha  200gai／ha  

分析部位  処理0日後   処理31日後   処理7日後   処理35日後  

％TAR（mg／kg）   ％mR（mg／kg）   ％mR（mg／kg）  ％mR（mg／kg）   

葉   1．6（3．0）   0．9（1．3）   3．6（7．0）   3．5（6．7）   

果実   0．2（0，06）   0．01（0．00）   0．7（0．2）   0．01（0．01）   

表12 土壌処理7日後の放射能分布  

地上部   根   土壌   分析部位  計   

％TAR（mg／kg）  0．3（0．01）   2．1（0．5）   92．1（0．2）   94．6（0．2）   

（2）りんご  

りんご（品種名‥ゴールデンデリシャス）の収穫の約13週前に、［phe－14C］   

シフルフエナミドを270gai／haの用量でりんご樹に散布し、植物体内運命   

試験が実施された。処理直後（葉のみ）、処理3、6及び13週後（果実成熟   

期）に葉及び果実が採取され、果実は果皮及び果肉に分けて試料とされた。  

各部位の放射能分布は表13に示されている。  

処理13週後には果実で81．3％TRR、菓で86．0％TRRが抽出された。洗浄   

液及び抽出液中の放射能分布の比較から、シフルフエナミドは果実及び葉の   

表面から内部へ移行すると考えられた。  

果実及び葉における主要成分は親化合物であり、処理13週後の果実で   

66・2％TRR（0．012mg／kg）、葉で16，9％TRR（0．13mg／kg）検出された。  

代謝物として、B、P及びRが同定されたが、果実ではいずれも3％TRR   

未満であった。実においてはPが処理6週後に最大19．9％TRR（0．13mg／kg）   

検出されたが、その他の代謝物は10％TRR未満であった。  

りんごにおける主要代謝経路として、シクロプロピルメトキシ基の脱離及   

び水酸化ならびにフェニル基4位における水酸化であり、そのいずれもさら   

にグルコース抱合体を形成する経路であると考えられた。（参照2）  
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表13 各部位の放射能分布  

果実  菓  

分画  処理3週後   処理13週後   処理3過後   処理13週後  

％TRR（mg／kg）   ％TRR（mg／kg）   ％TRR（mg／kg）  ％TRR（mg／kg）   

表面洗浄液   88．1（0．07）   52．3（0．009）   59．0（0．57）   27．7（0．21）   

抽出液合計   7．0（0．005）   29．0（0．005）   33．3（0．32）   58．3（0．45）   

果皮抽出液   2．4（0．002）   17．6（0．003）   ー（－）   －（一）   

果肉抽出液   4．6（0．004）   11．5（0．002）   ー（－）   －（－）   

未抽出残辛査   4．9（0．004）   18．7（0．003）   7．7（0．08）   9．9（0．08）   

－：分析試料なし  

（3）小麦  

プラスティック製のコンテナに播種し、屋外の網の中で育成した小麦（品   

種名：Riband）に、［phe・14C］シフルフエナミドを約25gai／ha（以下、［2．（3）］   

において「通常薬量」という。）または100gai／ha（以下、［2．（3）】におい   

て「高薬量」という。）で2回散布し、植物体内運命試験が実施された。処   

理約2時間後（第l回処理後：青刈り－1及び根－1、第2回処理後：青刈り－2   

及び根－2）、収穫約7週前（第2回処理37日後、わら一中間、穂、根・3）、収   

穫時（第2回処理の11過後、わら一成熟、殻、穀粒、根－4）に試料が採取さ   

れた。  

通常薬童歌布後の小麦試料の各部位における放射能分布は表14に示され   

ている。  

通常薬量散布後の穀粒中の残留放射能は0．005mg／kgと低く、穀粒におい   

てはこれ以上の分析は行わなれなかった。  

高薬量を処理した小麦における主要成分は、いずれの試料においても親化   

合物であり、10．3～99．0％mR（0．0卜0．79mgノkg）検出された。その他の代   

謝物として、B、C、H、Ⅰ、K及びRが同定されたが、いずれも5％TAR未   

満（0，03mg／kg以下）であった。  

小麦における主要代謝経路は、ベンジル基の水酸化、シクロプロピルメト   

キシ基の脱離及び水酸化ならびにフェニル基4位における水酸化であり、い   

ずれもさらにグルコース抱合体を形成する経路であると考えられた。（参照   

2）  
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